を 拭いながら、 

「母が 遠くへ まいりました ものです から、 私 を 従兄の 

所へ 頼んで ありまし たが、 従兄が いけない 男で、 私の 

世話 をして くれない ものです から、 私 は 独りぼっちで 

す。 私 は 死ぬ るが ましです ご 

といって からまた 泣いた。 陳は 枝に かけて ある 帯 を 

S ヽ匸、 

ft; IV マ 

「困るなら 結婚したら いいで しょうご 

といって 勧めた。 女 は、 

「でも 私 は、 ゆく 所がない のです もの ご 

といった。 陳は、 



「では、 私の 家に 暫くい るが いいで しょうご 

といった。 女 は陳の 言葉に 従う ことにな つた。 陳は 

女 を 伴れ て 帰り、 燈を 点けて よく 見る と、 ひどく 佳い 

きりょう もの 

容色 をして いた。 陳は 悦んで 自分の 有に しょうと した _ 

女 は 大きな 声 をた てて こばんだ。 やかまし くいう 声が 

かき 

隣り まで 聞え た。 景は 何事 だろうと 思って 牆を 乗り越 

えて 窺き に 来た。 陳は そこで 女 を 放した。 女 は 景を見 

つけて じっと見 ていたが、 暫くして そのまま 走って 出 

ていった。 陳と景 と は 一緒にな つて 逐 つかけ たが、 ど 

こへい つたの か 解ら なくなって しまった。 

景は 自分の 室へ 帰って 戸 を 閉めて 寝ようと した。 と 



女 は、 

「十日したら まいります ご 

と 約束して 帰って いった。 景は その後で 女 をい つま 

でも 書斎に おく ことができ ないから、 母屋の 方へ おき 

たいと 思った が、 そうすると 細君が ひどく 嫉妬し そう 

であるから、 それに はいつ そ 細君 を 離縁す るが いいと 

f ま 

思った。 とうとう 腹 を 決めて、 細君が 傍へ 来る と 口ぎ 

ののし はずかし 

たなく 罵った。 細君 は その 辱 めに 堪えられないで、 

泣きながら 死のうと した。 景 はいった。 

「ここで 死なれち や、 俺が まきぞえに 逢う の だ。 どう 

か 早く 帰つ て くれ ご 



「南の 村の 鄭公 子の 二 度 目 の 奥 さまで ござ います ご 

景 はまた 訊いた。 

「いつ 婚礼 をした のです ご 

下男 はいった。 

「半月 ほど 前で ございま すご 

景は 半月 〔# 「半月」 は 底本で は 「年月 匕 位 前と はお か 

しいと 思った。 

「それ は 思いち がいじ やない かね ご 

驢の 上の 女郎 はこの 言葉 を 聞いて、 振り向いて じつ 

と 見た。 それ はほんと うの 阿 霞であった。 景は 女が 約 

そむ い いきどお 

束に 負いて 他の 家へ 適った の を 知って 憤 りで 胸の 中 



がー ぱいに なった。 彼 は 大声 を あげて 叫ぶ ようにい つ 

た。 

「阿 霞、 君 は 昔の 約束 を 忘れた のか ご 

下男 達 は景が 主婦の 名 を 口にする の を 聞いて、 怒つ 

^'おおお、 

てな ぐリ つけよう とした。 女 は それ を 止めて、 障紗 

あ 

を 啓け て景 にい つた。 

「人に 負いて おいて、 どんな 顔 をして 私 を 見る ので 

すご 

景 はいった。 

「君が 自分で 僕に 負い てるじ やない か。 僕が 何 を 君に 

負いた の だ ご 



「お客さん は景慶 雲ではありません かご 

鄭は そこで 阿 霞 〔# 「阿 霞」 は 底本で は 「阿 震 匕 にどう 

して 知ってい るかと 訊いた。 阿 霞 はいった。 

「まだ、 あなたの 所へ まいりません 時に、 あすこへ 逃 

げ 込んで、 ひどく お世話になつ ております。 あの人 は 

行い は践 しいので すが、 それでも 先祖の 徳が まだた え 

ておりません。 それに あなたと はお 友達です から、 友 

達の よしみに なんとかして あげたら いいで しょうご 

鄭は それ を もっともの 事で あると して、 景の 着て い 

る 敗れた 綿 入 を かえさし、 数日間 留めて やった。 それ 

じょちゅう 

は 夜半 ごろであった。 景が 寝ようと している と 婢 
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